日本とウクライナの学術交流にご支援を！
日本とウクライナの友好にご尽力の皆様、
突然のご挨拶、失礼致します。本年8月、15歳で留学して以来、12年間の留学生活を終えて帰国した尾脇千恵子と申します。私は今後も愛するウクライナの為に尽力を尽くしたいと思っています。

この10月21日から１ヶ月間、日本研究のため自費でこられるウクライナの教授を、通訳として支えるため、活動費をご支援くださるスポンサーを探しています。

　

　スヴェトラーナ・リバルコ教授は、日本とウクライナを学術・文化・芸術を通して、双方の係わり合いと理解を一層深めて行こうと活動を続けている人物です。また、日本芸術研究学者としては「ウクライナでたった一人」である女史は、ウクライナにおける日本文化普及活動に使命感を感じ、全力を尽くしてお出でです。その姿を間近で見てきた私は、今後、女史を通してスラブ語圏の多くの人々が日本文化を知ることによって自国の文化への対応を変え、より豊かにしていくであろうと確信しています。

　ウクライナという旧ソ連圏では自費で研究旅行に行くことは普通では到底考えられない「気違いじみた行動」です。しかし、女史にとってこれは使命で有り、人生であるがゆえに、ご自分の人生の全エネルギーを日本とウクライナの相互文化理解に掛けられる女史の熱意に対して、私にしかできない役割である通訳の仕事を、天使として家族の理解を得て、韓国から日本に一時帰国し、この企画に責任を持って行きたい所存です。

　私にとって女史は恩師であり、今回の研究旅行もすべて奉仕で支えて行きたいという気持ちですが、しかし、学業を終えたばかりの身であり、まだ職を探している身であるために、通訳料は奉仕とさせていただき、活動費のご支援を募っています。

　私が日本で通訳す場合、バレエなどの芸術・文化方面での通訳では、１時間３万円をいただくこともありました。今回、丸１ヶ月間、24時間の通訳を喜んでさせていただきたいと存じます。

　今回の研究旅行を機に、女史と共に、ご支援くださる方のご意思を反映させながら、日本とウクライナを繋げる確固たる組織を創って行きたいと念願しています。

　未来につながる企画に、是非とも、ご支援をよろしくお願いいたします。

　　平成20年9月26日　　　　　　

韓国にて　　野村（尾脇）千恵子

Svitlana教授訪日接遇費（2008.10.21-11.21）

	
	
	

	韓国－日本　往復航空チケット
	５５，０００
	

	成田－吉祥寺　２往復バスチケット（内1往復は教授の送迎）
	１２，０００
	

	東京都内移動費（千円/×２０日間）
	２０，０００
	

	横浜（10月23日　博物館）
	１，７８０
	

	（10月24日　三渓園）
	１，７８０＋バス代
	

	栃木県（日光）1,980円×２＝
	３，９６０
	

	京都　13,220円×２＝26,440
	２６，４４０
	

	（１泊10,000円前後×3泊＝30,000円）
	３０，０００
	

	大阪　13,750円×２＝27,500
	２７，５００
	

	（宿泊費）
	１０，０００
	

	大島　6,850円×２＝13,700
	１３，７００
	

	　（吉祥寺－竹芝　５６０円×２＝１１２０円）
	１，１２０
	

	（１泊　13,650円）
	１３，６５０
	

	小笠原　28,330円（5,760円）×２＝56,660
	５６，６６０
	

	　　（吉祥寺－竹芝　５６０円×２＝１１２０円）
	１，１２０
	

	（１泊10,000円×３泊＝30,000円）
	３０，０００
	

	30日分の食費：1日3,000円＝90,000円
	９０，０００
	

	合　計
	　392,930円
	


